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区
の
歴
史
・
文
化
財
を
伝
え
る

■
貴
重
な
資
料
を
展
示

　

区
役
所
２
階
に
は
、
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
提
供
す
る「
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
文
化
財
係
の
ミ

ニ
展
示
が
あ
る
の
は
ご
存
じ
で
す
か
？
展
示

ケ
ー
ス
は
小
さ
い
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

貴
重
な
資
料
を
展
示
し
て
き
ま
し
た
。
た
と

え
ば
、区
内
在
住
の
無
形
文
化
財
保
持
者
（
職

人
さ
ん
）
の
作
品
、
人
々
の
生
活
や
そ
の
歴

史
を
伝
え
る
民
俗
資
料
、
風
景
や
暮
ら
し
を

記
録
し
た
古
写
真
な
ど
で
す
。

　

数
百
年
も
前
か
ら
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど

多
く
の
人
の
手
を
経
て
、
現
代
に
受
け
継
が

れ
た
伝
統
技
術
は
、
い
つ
の
時
代
も
人
々
の

生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
、

現
代
に
お
け
る
「
も
の
づ
く
り
」
の
原
点
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
民
俗
資
料
や
古
写
真

に
も
風
景
や
生
活
の
記
憶
が
た
く
さ
ん
詰
め
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
方
に
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
展
示
し
て
い
る
も
の
は
、
建
具
の
見

本
（
ミ
ニ
チ
ュ
ア
）
で
、
建
具
職
人
の
ご
家

族
の
方
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
建

具
の
技
術
を
知
る
上
で
、
格
好
の
資
料
と
い

え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
展
示
替
え
を
し
ま

す
の
で
、
区
役
所
へ
お
越
し
の
節
は
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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江
東
区
域
は
、
震
災
・
戦
災
で
大
き
な
被

害
を
う
け
、
古
文
書
や
絵
画
、
建
築
物
な
ど

多
く
の
歴
史
的
資
料
を
失
い
ま
し
た
。
以
来
、

地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
う
え
で
、
本
区
は
古
文

書
な
ど
の
史
料
が
少
な
い
、
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
区
域
に
関
係
す
る
資
料
の
な

か
に
は
、
被
災
を
免
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
大
名
家
資
料
で
す
。
江
東
区
域

に
は
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
多
く
の
大
名
屋

敷
が
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
維
新
後
、

武
士
身
分
そ
の
も
の
が
消
滅
す
る
と
、
大
名

屋
敷
も
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
名

家
が
所
有
し
て
い
た
古
文
書
や
絵
図
な
ど
の

資
料
は
国
許
で
保
管
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
、

本
区
域
に
所
在
し
た
屋
敷
に
関
す
る
資
料
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
読
み
解
く
こ
と
で
、
江
戸
時
代
の
江
東
区

域
に
広
が
っ
て
い
た
大
名
屋
敷
を
中
心
と
す

る
地
域
社
会
像
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

区
外
史
料
調
査
で
は
、
こ
う
し
た
区
外
に

所
在
す
る
古
文
書
な
ど
を
調
査
し
、
江
東
区

の
歴
史
の
復
元
に
努
め
て
い
ま
す
。

江
東
区
域
の
榊
原
家
屋
敷
地

　

平
成
24
年
度
の
区
外
史
料
調
査
で
は
、
財

団
法
人
旧
高
田
藩
和
親
会
が
所
有
す
る
高
田

藩
榊
原
家
史
料
を
委
託
管
理
す
る
上
越
市
立

総
合
博
物
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。
榊
原
家
は
、

徳
川
家
康
に
仕
え
た
功
臣
・
榊
原
康
政
に
始

ま
る
譜
代
大
名
家
で
す
。

　

江
東
区
域
に
は
、
こ
の
榊
原
家
の
屋
敷
が

複
数
存
在
し
ま
し
た
。
榊
原
家
史
料
の
な
か

に
は
、
こ
れ
ら
の
屋
敷
地
の
絵
図
面
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
絵
図
面
は
、
一
度
に
製
作
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
に
老
中
や

奉
行
所
、
郡
代
役
所
な
ど
に
差
し
出
さ
れ
た

絵
図
の
控
え
と
し
て
保
存
さ
れ
た
も
の
で
す
。

本
所
五
ツ
目
下
屋
敷

　

本
所
五
ツ
目
下
屋
敷
は
、
竪
川
と
小
名
木

川
に
は
さ
ま
れ
た
五
ツ
目
通
り
沿
い
に
位
置

し
、
羅
漢
寺
の
南
方
に
置
か
れ
ま
し
た
（
大

島
4
丁
目
付
近
）。

　

五
ツ
目
下
屋
敷
は
文
政
6
年
（
１
８
２
３
）

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
小
笠
原

相
模
守
家
の
下
屋
敷
と
し
て
利
用
さ
れ
、
榊

原
家
に
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。
榊
原
家
史
料
に

は
、
同
屋
敷
に
関
す
る
絵
図
面
5
点
と
御
用

留
2
冊
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

五
ツ
目
の
屋
敷
地
は
、

天
保
7
年
（
１
８
３
６
）

の
絵
図
を
み
る
と
、
北
西

部
の
一
角
が
他
家
か
ら
借

用
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

1
、
丸
印
部
分
）。
借
地

を
し
て
い
る
旗
本
は
京

極
・
前
田
・
榊
原
の
3
家

が
確
認
で
き
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
北
か
ら
2
軒
は
小

笠
原
家
時
代
か
ら
の
旗
本

屋
敷
で
し
た
。
元
治
元
年

（
１
８
６
４
）
の
絵
図
（
榊

原　

林
６
５
６-

１
）
で

は
、
旗
本
榊
原
家
の
南
方

に
小
田
切
家
屋
敷
が
増
え
て
4
家
と
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
旗
本
榊
原
家
や
小
田
切
家
は

榊
原
家
か
ら
屋
敷
地
の
譲
渡
を
う
け
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
下
屋
敷
地
な
ど

の
場
合
、
土
地
の
借
地
や
譲
渡
が
頻
繁
に
行

わ
れ
て
い
た
場
合
も
あ
り
ま
す
。

組
合
辻
番
所

　

榊
原
家
史
料
に
残
さ
れ
た
絵
図
に
は
辻
番

所
に
関
す
る
も
の
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
辻

番
所
と
は
、
江
戸
時
代
に
町
角
や
道
の
交
差

点
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
治
安
・
警
備
施
設
で
、

狼
藉
者
や
不
審
者
を
取
り
締
ま
り
ま
し
た
。

単
に
辻
番
と
も
い
い
、
主
に
武
家
地
に
建
て

ら
れ
、
幕
府
が
直
轄
す
る
公
儀
辻
番
、
大
名

江東区内の榊原家屋敷地一覧
No 町名 種類 年代 坪数

1 深川弥兵衛町 町屋敷 寛文6(1666)～
宝暦8(1758) 8480

2 本所五ツ目 下屋敷・借地 文政6(1823)～
明治4(1871) 7993

3 越中島 抱屋敷 文政11(1828)～
弘化4(1847) 10047

4 深川八幡前 抱屋敷 弘化4(1847)～
19世紀後半 9612

5 深川海辺新田 抱地 ？～安政3年
(1856)～？ 6708

6
久右衛門町・
三左衛門屋敷・
伯隆屋敷

町屋敷 ？～安政3年
(1856)～？ 1890

7 上大島町 町並屋敷 ？～安政3年
(1856)～？ 2651.14

8 元加賀町 抱屋敷？ 未詳 未詳
典拠: ①~④『上越市史』通史編4(2004)､⑤~⑦『江東区史』上

(1997)､⑧「深川元加賀町別邸絵図面」（榊原　横美179-14）

榊
原
家
本
所
五
ツ
目
下
屋
敷
と
辻
番
所

榊
原
家
本
所
五
ツ
目
下
屋
敷
と
辻
番
所

〜
上
越
市
高
田
藩
榊
原
家
史
料
〜

区
外
史
料
調
査
報
告

図1　本所五ツ目下屋敷絵図（榊原　林651、部分）

下町文化258号了.indd   2 12.7.5   10:23:15 AM



3

が
単
独
で
設
け
た
一
手
持
辻
番
、
大
名
や
旗

本
が
数
家
で
組
合
を
つ
く
り
共
同
し
て
設
置

し
た
組
合
辻
番
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

榊
原
家
も
、
こ
の
組
合
辻
番
の
運
営
に
携

わ
っ
て
お
り
、
絵
図
は
屋
敷
地
の
近
隣
で
あ

る
猿
江
御
材
木
蔵
（
猿
江
恩
賜
公
園
付
近
）

付
近
と
越
中
島
三
蔵
橋
南
詰
（
越
中
島
橋
南

方
）
の
組
合
辻
番
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

図
2
は
、「
本
所
猿
江
辻
番
回
り
場
所
絵
図

面
」（
榊
原　

林
６
４
２
）
と
い
う
弘
化
2
年

（
１
８
４
５
）
の
史
料
で
す
。
御
材
木
蔵
東
南

側
の
堀
沿
い
の
道
で
山
名
家
下
屋
敷
の
向
か
い

の
道
角
に
辻
番
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
2
矢

印
部
分
）。
原
資
料
に
は
御
材
木
蔵
の
東
と
南

側
の
堀
沿
い
の
道
に
朱
線
が
引
か
れ
て
お
り
、

こ
の
範
囲
内
が
辻
番
の
見
廻
り
地
区
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
見
廻
り
範
囲
に
面
し
た

堀
と
土
手
に
は
黄
線
が
引
か
れ
、
こ
の
範
囲

の
場
所
に
異
変
が
あ
っ
た
際
も
、
対
応
す
る

こ
と
が
絵
図
の
添
書
き
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
史
料
は
年
番
の
榊
原
小
三
郎
の
家
臣
成
瀬

源
吾
か
ら
旗
本
松
本
礼
助
に
差
し
出
さ
れ
た

も
の
の
写
し
で
、
組
合
内
で
見
廻
り
範
囲
の

確
認
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
番
所
の
建
物
の
図
面
も
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
（
図
3
）。
図
面
に
は
「
面
番
所
」

と「
仮
番
所
」の
二
棟
が
描
か
れ
て
お
り
、「
仮

番
所
」
は
「
面
番
所
」
が
建
築
さ
れ
る
ま
で

の
仮
の
詰
所
と
し
て
御
材
木
蔵
南
方
の
堀
に

沿
っ
た
道
を
挟
む
向
か
い
側
に
建
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。「
面
番
所
」
は
入
口
を
入
る
と
、

土
間
か
ら
拭
板
に
上
が
り
、
座
敷
は
二
間
に

分
か
れ
ま
す
。
窓
や
縁
側
、
物
置
も
付
け
ら

れ
、
詰
所
と
し
て
あ
る
程
度
の
規
模
が
整
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
面
番
所
と
仮
番
所

の
構
造
は
お
お
む
ね
相
似
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
の
構
成
員
で
あ
る
大
名
や
旗
本
は
、

屋
敷
替
え
や
役
職
の
交
代
な
ど
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
所
猿
江
辻
番
で
も
文

久
３
年
（
１
８
６
３
）
に
組
合
の
小
田
切
愛

之
助
が
目
付
介
に
、
京
極
能
登
守
が
神
奈
川

奉
行
に
任
じ
ら
れ
た
ほ
か
、
屋
敷
替
え
は
な

か
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
文
書
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
（
榊
原　

林
６
４
４
）。
も
し
も
、

屋
敷
替
え
な
ど
が
行
わ
れ
、
構
成
員
が
変
更

し
た
場
合
は
、
年
番
な
ど
の
編
成
に
修
正
が

加
え
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

武
家
地
の
多
い
江
東
区
で
は
、
地
域
の
治

安
が
武
家
の
運
営
す
る
辻
番
に
よ
っ
て
維
持

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
本
稿
で
紹
介

し
た
場
所
以
外
に
も
多
く
の
辻
番
が
置
か
れ

て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
江
東
区
域
の
特

色
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

榊
原
家
は
、
本
区
に
所
在
し
た
大
名
屋
敷

の
な
か
で
も
、
広
範
な
地
域
に
存
在
し
た
武

家
地
で
す
。
同
家
史
料
の
な
か
に
は
、
ほ
か

に
も
江
東
区
に
関
係
す
る
史
料
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
榊
原
家
史
料
の
分
析
が
進
む
こ
と

で
、
江
東
区
域
の
大
名
屋
敷
の
実
態
が
さ
ら

に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※ 

文
中
の
括
弧
内
の
「
榊
原
○
○
」
は
上
越

市
立
総
合
博
物
館
高
田
藩
榊
原
家
史
料
の

史
料
番
号
で
す
）

（
文
化
財
専
門
員　

斉
藤
照
徳
）

図2　本所猿江辻番回り場所絵図面（部分）

図3　本所猿江辻番所平面図（榊原　林658、部分）
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今
回
は
、
相
川
町
①
と
熊
井
町
②
（
い
ず

れ
も
永
代
１
付
近
）
を
取
り
上
げ
、『
町
方

書
上
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
の
記
述

を
も
と
に
、
町
を
見
て
い
き
ま
す
。
両
町
は
、

深
川
猟
師
町
（
清
住
・
佐
賀
・
相
川
・
熊
井
・
諸
・

冨
吉
・
大
島
・
黒
江
の
各
町
）
に
属
し
、
月

に
三
度
の
割
合
で
、
幕
府
に
魚
介
類
を
納
め
、

船
に
よ
る
幕
府
御
用
を
務
め
ま
し
た
。
江
戸

時
代
の
中
ご
ろ
に
は
深
川
浜
（
漁
師
居
住
地
）

と
も
称
さ
れ
ま
し
た
。

相
川
町
・
熊
井
町
の
歴
史

　

相
川・熊
井
両
町
は
、寛
永
６
年（
１
６
２
９
）

に
新
兵
衛
、
利
左
衛
門
に
よ
っ
て
開
発
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
新
兵
衛
町
、
利
左
衛
門
町
と

し
て
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
元
禄
８

年
（
１
６
９
５
）
頃
に
町
名
を
相
川
町
、
熊

井
町
に
改
め
て
い
ま
す
。
家
数
は
、
文
政
11

年
（
１
８
２
８
）
７
月
の
時
点
で
、
相
川
町

二
一
○
軒
、
熊
井
町
一
四
二
軒
（
表
１
）
で

し
た
。
こ
れ
は
、表
２
の
天
保
期
（
１
８
３
０

〜
４
４
）
の
家
数
と
も
ほ
ぼ
同
様
の
数
字
で

す
。
そ
の
内
訳
は
、
ほ
と
ん
ど
が
店
借
（
長

屋
住
ま
い
）
で
、
自
分
の
家
を
所
有
し
た
人

は
相
川
町
１
軒
、
熊
井
町
３
軒
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
表
２
の
猟
師
町
の
他
の
町
々
も
大
差
な

い
と
考
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
後
期
の
深
川
南

部
の
町
の
状
況
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ち
な
み
に
家
主
は
、
家や

守も
り
と
も
い
い
、

長
屋
の
大
屋
さ
ん
（
管
理
人
）
の
こ
と
で
す
。

相
川
町
か
ら
熊
井
町
へ

　

永
代
橋
際
の
佐
賀
町
か
ら
南
下
す
る
と
、

相
川
町
そ
し
て
熊
井
町
と
続
き
ま
す
。
熊
井

町
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
先
に
相
川
町
の
飛
地

（
熊
井
町
続
③
・
諸
町
の
内
④
）
が
あ
り
ま

す
。
飛
地
の
成
立
は
、
③
が
開
発
当
初
か
ら

で
、
④
は
不
明
で
し
た
。
④
に
関
わ
る
史
料

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
⑤
の
往
来
が

な
い
う
え
、
表
通
り
の
往
還
と
の
間
に
相
川

町
が
あ
る
た
め
、
諸
町
は
「
袋
地
」
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
相
川
町
の
土
地
の
一

部
（
掘
割
沿
い
）
を
諸
町
が
相
川
町
か
ら
譲

り
請
け
、
往
来
を
付
け
た
と
い
う
経
緯
が
あ

り
ま
し
た
。
相
川
町
は
そ
の
代
り
と
し
て
諸

町
の
「
中
程
」
に
間
口
３
間
３
尺
９
寸
、
裏

行
18
間
２
尺
１
寸
（
坪
数
66
坪
２
合
）
の
地

面
１
か
所
を
譲
り
請
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

書
類
焼
失
の
た
め
、
詳
細
は
不
明
と
あ
り
ま

す
。
こ
の
記
述
だ
け
で
は
、
諸
町
の
内
の
飛

地
が
同
町
の
ど
こ
に
存
在
し
て
い
た
の
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
深
川
南
部
地
域
は
、
町
人

地
が
多
く
、
掘
割
が
縦
横
に
走
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
複
雑
な
構
造
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
里り

俗ぞ
く
の
人
々
は
、
相
川
町
ほ
か
周

辺
12
ケ
町
に
漁
師
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
13
ケ
町
を
「
浜
拾
三
ケ
町
」
と

呼
び
、
漁
師
た
ち
は
蠣か

き

商
売
の
人
達
が
住
ん

で
い
た
と
こ
ろ
を
「
蠣
店
」、「
え
さ
ば
」
と

呼
ん
で
い
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

南
に
隣
接
す
る
熊
井
町
も
同
様
で
、
相
川
町

と
向
き
合
っ
て
い
る
所
を
、「
蠣
店
」
と
呼
び
、

先
年
「
蠣
商
ひ
」
を
す
る
も
の
が
住
ん
で
い

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
相
川
町
の
南
部
か
ら
熊

井
町
の
北
部
辺
り
に
は
、
蠣
を
扱
う
商
人
や

蠣
剥
き
の
労
働
者
が
多
く
住
ん
で
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

熊
井
町
の
浦
高
札

　

熊
井
町
は
、『
町
方
書
上
』
の
中
に
浦う
ら
こ
う
さ
つ

高
札

に
関
す
る
記
述
が
あ
り
ま
す
。
浦
高
札
と
は
、

海
上
に
関
す
る
幕
府
の
法
令
が
記
さ
れ
た
木

の
札
で
、
こ
の
場
合
は
高
さ
１
尺
５
寸
５
分

（
４
６
・９
㎝
）、
横
幅
７
尺
９
寸
（
２
３
９
・３

㎝
）、
厚
さ
１
寸
６
分
（
４
・
８
㎝
）
と
い
う
、

大
き
な
も
の
で
し
た
。
こ
れ
が
、
町
内
地
先

の
河
岸
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

内
容
は
、
公
儀
の
船
を
は
じ
め
諸
廻
船
が

難
破
し
た
時
の
救
助
に
関
す
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

船
が
難
破
し
た
時
は
、
近
い
浦
が
す
ぐ
に
助

け
舟
を
出
す
こ
と
、
あ
る
い
は
湊
に
永
く
船

を
係
留
せ
ず
、
日
和
次
第
に
出
船
す
る
こ
と
、

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
浦
高
札
は
、
も
と
は
中
島
町
⑥
に
建

て
ら
れ
て
お
り
、
元
禄
７
年
（
１
６
９
４
）

に
熊
井
町
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
、
浦
高

札
は
一
般
の
漁
村
に
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
江

戸
に
隣
接
し
た
深
川
南
部
も
そ
の
対
象
で
し

た
。
救
助
範
囲
は
、
江
戸
前
と
い
う
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
正
徳
３
年
（
１
７
１
３
）

に
江
戸
に
編
入
さ
れ
た
深
川
に
あ
っ
て
、
南

部
の
浜
地
域
町
々
を
、
幕
府
は
一
般
漁
村
と

同
様
に
捉
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

相
川
町
と
熊
井
町
に
つ
い
て
は
、
今
回
で

終
わ
り
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

表1　相川町・熊井町家数一覧
№ 町名 家数内訳
① 相川町 総家数　210軒

（家持）1軒
（家主）18軒
（地借）13軒
（店借）178軒
（明店） --

② 熊井町 総家数　142軒
（家持）3軒
（家主）10軒
（地借）10軒
（店借）111軒
（明店）8軒

『町方書上』により作成

表2　猟師町竈数変遷表
町名 延享期 天保期

清住町 50軒 63軒

佐賀町 215軒 300軒

黒江町 230軒 370軒

相川町 117軒 202軒

冨吉町 110軒 172軒

熊井町 53軒 125軒

諸町 50軒 112軒

大嶋町 87軒 332軒
※『寛永録　巻七』より作成
※竈数＝家数とした

相
川
町・熊
井
町

江
戸
の
町
内
探
訪
④

1

2

3

4 5

6

「本所深川絵図」（部分）
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芭
蕉
記
念
館
で
は
、企
画
展「
芭
蕉
の
肖
像
」

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
き
の
特

別
展
で
好
評
だ
っ
た
「
風
景
漫
画
家
沖
山
潤

の
『
芭
蕉
と
歩
く
東
京
』」
の
15
作
品
と
、「
漫

画
で
描
く
沖
山
潤
の
『
芭
蕉
句
傑
作
選
』」
の

15
作
品
を
、
作
者
の
ご
厚
意
に
よ
り
会
期
を

延
長
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
二
つ
の
テ
ー

マ
か
ら
成
る
芭
蕉
の
肖
像
画
と
漫
画
に
よ
る

芭
蕉
句
の
「
ユ
ー
モ
ア
」
の
世
界
を
十
分
に

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

1　

芭
蕉
像
の
見
方

　

芭
蕉
像
に
は
、
肖
像
画
・
木
像
・
塑
像
・

陶
像
な
ど
の
作
品
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か

で
も
肖
像
画
は
有
名
無
名
を
問
わ
ず
、
多
く

の
作
品
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の

正
確
な
実
数
は
、
現
状
で
は
明
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
こ
と
が
、
芭
蕉
が

古
く
か
ら
「
俳
聖
」
と
い
わ
れ
て
き
た
証
左

と
い
え
ま
す
。

　

芭
蕉
の
肖
像
の
見
方
は
、
い
く
つ
か
の
元

に
な
っ
た
作
品
と
、
そ
の
作
品
の
特
徴
を
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
を
横
軸
に
芭
蕉
像
の
類
型
を
、
縦
軸

に
そ
の
デ
フ
ォ
ル
メ
の
過
程
の
作
品
を
ま
と

め
て
い
き
ま
す
。

　

座
標
軸
の
縦
軸
は
、
具
体
的
に
《
Ⅰ
》
生
前

実
像
型
、《
Ⅱ
》
生
前
イ
メ
ー
ジ
崇
高
型
、《
Ⅲ
》

崇
高
型
の
3
パ
タ
ー
ン
を
想
定
し
ま
す
。
横
軸

は
芭
蕉
の
肖
像
画
の
元
に
な
っ
た
作
品
と
し
て

①
許
六
系
芭
蕉
像
群
、
②
一
蝶
系
芭
蕉
像
群
、

③
一
蝶
・
許
六
系
芭
蕉
像
群
、
④
杉
風
系
芭
蕉

像
群
、
⑤
蚊
足
・
百
歳
系
芭
蕉
像
群
（
便
宜
的

類
型
）、
⑥
（
許
六
）・
破
笠
系
芭
蕉
像
群
、
⑦

そ
の
他
（
芭
蕉
別
人
融
合
型
）
の
7
つ
の
芭
蕉

像
に
分
け
て
い
き
ま
す
。
そ
の
座
標
軸
に
芭
蕉

像
を
落
と
し
込
ん
で
い
く
こ
と
で
、
多
く
の
芭

蕉
像
が
次
第
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
や
作
者
別
に

系
統
的
に
ま
と
め
ら
れ
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
⑥
の
（
許
六
）・
破
笠
系
芭
蕉
像
群

は
、
頭
巾
・
袈
裟
・
数
珠
・
笠
・
杖
な
ど
の

い
づ
れ
か
の
素
材
が
選
択
さ
れ
、
描
か
れ
て

い
る
こ
と
に
気
付
き
、
ま
た
④
の
杉
風
系
芭

蕉
像
群
は
破
笠
の
作
品
に
対
し
て
、
笠
・
杖
・

頭
陀
袋
が
な
く
、
シ
ン
プ
ル
に
頭
巾
を
被
り
、

坐
像
は
座
布
団
の
有
無
の
よ
う
な
相
違
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
例
え

膨
大
な
芭
蕉
の
肖
像
画
が
そ
こ
に
存
在
し
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
振
り
分
け
、
時

代
を
下
っ
た
り
遡
っ
て
い
く
過
程
で
特
定
の

作
者
の
絵
に
辿
り
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2　

芭
蕉
の
実
像

　

芭
蕉
の
実
像
は
、
そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
に

描
か
れ
た
こ
と
か
ら
ど
れ
が
芭
蕉
の
容
貌
に

近
い
の

か
、
中
々

難
し
い
も

の
が
あ
り

ま
す
。
享

保
20
年
の

『
水く
い
な鶏
塚
』
に
晩
年
の
芭
蕉
の
容
貌
に
つ
い

て
、「
そ
の
さ
ま
面
長
に
背
高
か
ら
ず
ひ
く
か

ら
ず
、
眼
中
す
こ
や
か
に
、
鼻
は
鈍
骨
の
双

柱
、
耳
厚
く
薄
唇
に
し
て
痩
せ
か
れ
た
る
形

容
」
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
文
章
か
ら
想
像
す
る
と
、
芭
蕉
の
絵
画

の
師
で
あ
っ
た
門
人
森
川
許
六
の
作
品
で
、
草

庵
の
柴
門
の
前
に
坐
し
た
芭
蕉
像
が
想
起
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
今
回
の
展
示
で
は
、
上
島
鬼

貫
が
許
六
の
作
品
を
見
て
描
い
た
と
思
わ
れ
る

も
の
が
あ
り
、
後
年
、
何
某
か
が
そ
の
作
品
を

さ
ら
に
写
し
取
っ
た
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
こ
の
同
系
統
の
作
品
が
実
は
芭
蕉

の
肖
像
と
し
て
最
も
実
像
に
近
い
の
で
は
な
い

か
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
英
一
蝶
・
小
川
破
笠
・

与
謝
蕪
村
・
松
村
呉
春
の
ほ
か
江
戸
時
代
か
ら

描
か
れ
続
け
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
芭
蕉
の
肖
像

画
21
点
と
、
和
本
に
描
か
れ
て
き
た
「
芭
蕉
・

芭
蕉
庵
」
の
絵
を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
芭
蕉
像
に
接
す
る
こ
と
で
芭
蕉
の
素

顔
に
迫
っ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。

（
横
浜
文
孝
）

江
東
区
芭
蕉
記
念
館
前
期
企
画
展

6
月
28
日（
木
）〜
12
月
16
日（
日
）ま
で

◆
芭
蕉
の
肖
像
―
描
か
れ
た
俳
聖
―

◆
芭
蕉
の
肖
像
―
描
か
れ
た
俳
聖
―

◆
風
景
漫
画
家
沖
山
潤
の「
芭
蕉
と
歩
く
東
京
」【継
続
展
示
】

◆
風
景
漫
画
家
沖
山
潤
の「
芭
蕉
と
歩
く
東
京
」【継
続
展
示
】

芭
蕉
記
念
館
　
問
合
せ

江
東
区
芭
蕉
記
念
館

江
東
区
常
盤
１
│
６
│
３

☎
０
３（
３
６
３
１
）１
４
４
８

拙
稿『
芭
蕉
の
肖
像
―
そ
の
類
型
と
デ
フ
ォ
ル
メ

の
過
程
に
つ
い
て
―
』（『
江
東
区
文
化
財
研
究

紀
要
』7
号
　
平
成
8
年
3
月
）

参考文献

①許六筆 芭蕉座像図
（『芭蕉全図譜』岩波書店）より

②鬼貫銘筆 芭蕉坐像図

③沖山潤作「芭蕉稲荷神社」
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本
日
は
、
俳
句
の
思
想
と
で
も
言
う
べ

き
も
の
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
俳
句
は
、
五
七
五
の
定
型
、
季
語
、
文

語
か
つ
切
字
な
ど
を
含
ん
だ
詩
型
で
す
が
、

単
に
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
何
か
思
想
の
よ

う
な
も
の
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
、

私
達
の
生
き
方
ま
で
示
し
て
く
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
そ
う
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
思
想
の
よ
う
な
も
の
は
、
芭
蕉

が
考
え
抜
い
て
私
達
に
示
し
て
く
れ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　

そ
の
思
想
の
よ
う
な
も
の
が
現
れ
て
い
る

と
思
う
の
は
、
次
の
句
で
す
。『
の
ざ
ら
し
紀

行
』
よ
り
「
関
こ
ゆ
る
日
は
雨
降
て
、
山
皆

雲
に
か
く
れ
た
り
」
と
い
う
前
書
き
が
あ
る

「
雰き
り
し
ぐ
れ
富
士
を
み
ぬ
日
ぞ
面
白
き
」 

　

霧
し
ぐ
れ　

と
い
う
の
は
霧
と
時
雨
の
中

間
位
、
霧
ほ
ど
粒
は
細
か
く
な
く
、
時
雨
ほ

ど
大
き
く
な
い
、
そ
う
い
う
雨
で
す
。
そ
れ

が
ザ
ザ
ッ
と
降
っ
て
い
る
。
楽
し
み
に
し
て

き
た
富
士
が
雲
に
隠
れ
て
ぜ
ん
ぜ
ん
見
え
な

い
け
れ
ど
も
、
そ
の
見
え
な
い
こ
と
も
「
面

白
い
」
と
芭
蕉
は
言
い
ま
す
。 

　

ど
う
し
て
芭
蕉
は
富
士
が
見
え
な
い
こ

と
も
面
白
い
と
詠
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
室
町
時
代
の
水
墨
画
に
端
的
に
表

れ
て
い
る
、
描
か
れ
て
い
な
い
空
白
を
楽

し
む
東
洋
的
な
美
意
識
に
拠
る
と
こ
ろ
が

あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
現
実
の
富
士
よ

り
も
詩
歌
の
歌
枕
や
『
竹
取
物
語
』
や
『
伊

勢
物
語
』
な
ど
描
か
れ
て
き
た
富
士
は
魅

力
的
で
、
見
え
な
い
こ
と
で
物
語
の
世
界

の
中
の
富
士
を
積
極
的
に
思
い
出
せ
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

　

そ
れ
ら
に
加
え
て
、
晴
は
良
い
天
気
で
、

雨
は
悪
い
天
気
と
い
う
世
間
の
常
識
を
覆
す

発
想
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
「
す
べ
て
の
も
の
の
、
す
べ
て

の
状
態
に
美
を
見
出
し
て
ゆ
く
」
と
い
う
姿

勢
が
表
わ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
富
士

山
が
見
え
な
か
っ
た
ら
、
霧
時
雨
で
見
え
な

か
っ
た
こ
と
そ
の
も
の
を
楽
し
も
う
、
と
い

う
思
想
が
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
の
で
す
。 

　
『
笈
日
記
』
に
あ
る
句

「
草
い
ろ
い
ろ
お
の
お
の
花
の
手
柄
か
な
」

　

に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
て
い
ま

す
。
秋
草
を
詠
ん
だ
句
で
す
。
秋
の
七
草
は

勿
論
で
す
が
、
七
草
以
外
の
草
も
様
々
な
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
女
郎
花
、
藤
袴
の
よ
う
な

華
や
か
な
花
を
咲
か
せ
る
も
の
に
は
、
そ
の

華
や
か
な
花
を
咲
か
せ
た
手
柄
が
あ
る
。
そ

れ
以
外
の
粗
末
な
花
を
咲
か
せ
る
草
に
も
粗

末
な
花
な
り
の
良
さ
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
美
濃
を
離
れ
る
際
に
弟
子
達

に
贈
っ
た
句
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
身
の
丈

に
あ
っ
た
句
を
作
れ
ば
良
い
で
は
な
い
か
と

い
う
励
ま
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。
芭
蕉
の
弟

子
達
へ
の
愛
を
感
じ
る
句
で
す
が
、
す
べ
て

の
草
の
す
べ
て
の
花
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
美
し

い
と
い
う
こ
と
も
物
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
広
げ
て
考
え
て
み
れ
ば
「
す
べ
て
の
も
の

の
、
す
べ
て
の
状
態
に
美
を
見
出
し
て
ゆ
く
」

と
い
う
姿
勢
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

　

こ
の
こ
と
を
俳
論
に
し
て
い
る
も
の
が『
笈

の
小
文
』
の
冒
頭
に
な
り
ま
す
。
芭
蕉
は
な

か
な
か
自
分
自
身
の
考
え
を
直
接
書
き
と
め

て
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
文
章
は

重
要
な
も
の
で
あ
る
考
え
て
い
ま
す
。
少
し

長
く
な
り
ま
す
が
、
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 

「
西
行
の
和
歌
に
お
け
る
、
宗
祇
の
連
歌
に

お
け
る
、
雪
舟
の
絵
に
お
け
る
、
利
休
が
茶

に
お
け
る
、
其
貫
道
す
る
も
の
は
一い
つ
な
り
」

　

ま
ず
西
行
・
宗
祇
・
雪
舟
・
利
休
こ
の
四

人
の
先
達
を
挙
げ
て
、
そ
の
人
達
の
芸
術
に

於
い
て
貫
い
て
い
る
も
の
は
一
つ
だ
と
言
い

ま
す
。
こ
の
四
人
に
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が

幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
四
人
と
も
各
々

の
ジ
ャ
ン
ル
を
完
成
さ
せ
て
い
る
こ
と
で

す
。
西
行
は
出
家
草
庵
の
和
歌
、
宗
祇
は
連

歌
、
雪
舟
は
水
墨
画
、
利
休
は
茶
道
を
そ
れ

ぞ
れ
大
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
四
人
と
も
大

旅
行
家
で
す
。
西
行
の
二
度
の
奥
州
旅
行
は

有
名
で
す
。
宗
祇
は
九
州
ま
で
行
き
、
雪
舟

は
外
国
の
明
に
ま
で
渡
っ
て
い
ま
す
。
利
休

は
秀
吉
に
従
っ
て
戦
場
か
ら
戦
場
へ
と
旅
を

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
四
人
と
も
仏

教
が
芸
術
の
芯
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仏
教
の
理
念

と
共
に
生
き
て
き
た
四
人
の
芸
術
家
で
す
。

「
其
貫
道
す
る
も
の
は
一
な
り
」
に
は
仏
教

の
思
想
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
芭
蕉
自
身
も
仏
教
の
影
響
を
受
け
て
い

ま
す
。
俳
諧
に
お
け
る
芭
蕉
は
、
こ
の
四
人

の
後
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
と
い
う
宣
言
に
も

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

「
し
か
も
風
雅
に
お
け
る
も
の
、
造
化
に
し

た
が
ひ
て
四し
い
時じ

を
友
と
す
」

　

風
雅
は
芸
術
、
造
化
は
自
然
と
言
い
換
え

て
良
い
で
し
ょ
う
。
西
洋
的
な
自
然
に
は
人

間
は
入
り
ま
せ
ん
が
、
造
化
に
は
人
間
も
入

り
ま
す
。
四
時
と
い
う
の
は
四
季
で
す
。
風

雅
に
生
き
る
も
の
、
芸
術
に
生
き
る
も
の
は
、

自
然
に
従
っ
て
生
き
、
四
季
を
友
と
し
て
生

き
る
も
の
だ
と
言
う
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う

に
造
化
に
従
っ
て
生
き
る
と
、「
見
る
と
こ

ろ
、
花
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
」　

と

な
る
と
言
う
の
で
す
。
見
え
る
も
の
の
す
べ

て
が
花
で
な
い
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
見
え

る
も
の
の
す
べ
て
は
花
で
あ
る
。
見
え
る
も

の
は
す
べ
て
は
美
し
い
。
そ
う
い
う
こ
と
で

第
30
回（
平
成
二
十
三
年
度
） 

時
雨
忌
記
念
講
演
会
録 

講
師

俳
人・讀
賣
新
聞
俳
壇
選
者

小
澤 

實

「
芭
蕉
の
遺
し
た
も
の
」
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す
。 

「
思
ふ
と
こ
ろ
、
月
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と

な
し
」　

　

自
然
に
従
っ
て
生
き
た
と
し
た
ら
、
心
の

中
で
思
う
こ
と
も
美
し
い
も
の
ば
か
り
と
な

る
、
と
示
し
て
い
ま
す
。 

「
像
、花
に
あ
ら
ざ
る
時
は
、夷い

狄て
き

に
ひ
と
し
」

　

こ
の
目
に
見
え
る
も
の
が
花
で
な
い
、
美

し
く
な
い
時
に
は
、
そ
の
存
在
は
夷
狄
と
い

う
野
蛮
人
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
見

え
る
も
の
が
美
し
く
な
い
こ
と
は
、
そ
の
人

の
目
は
野
蛮
人
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
い
う

わ
け
で
す
。
少
々
無
理
な
こ
と
言
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
…
。　
　

 

「
心
、
花
に
あ
ら
ざ
る
時
は
鳥
獣
に
類
す
」

　

心
が
汚
い
時
は
鳥
獣
の
も
の
と
同
じ
で

あ
っ
て
、
そ
の
仲
間
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

「
夷
狄
を
出
て
、
鳥
獣
を
離
れ
て
、
造
化
に

し
た
が
ひ
、
造
化
に
か
へ
れ
と
な
り
」

　

野
蛮
人
の
世
界
か
ら
出
て
、
鳥
獣
の
世
界

か
ら
離
れ
て
、
造
化
に
従
っ
て
生
き
よ
、
造

化
に
帰
っ
て
造
化
と
と
も
に
生
き
よ
と
い
う

宣
言
で
す
。
す
べ
て
の
も
の
が
、
す
べ
て
の

状
態
に
お
い
て
美
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
、
自
然
と
共
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　

風
が
吹
き
水
が
流
れ
、
自
然
は
一
瞬
一
瞬

変
化
し
て
い
ま
す
。
細
胞
の
レ
ベ
ル
で
考
え

れ
ば
、
私
達
も
一
瞬
前
の
自
分
と
今
の
自
分

と
は
違
う
。
沢
山
の
細
胞
が
滅
び
、
ま
た
、

沢
山
の
細
胞
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

は
今
の
瞬
間
、
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
訳
で

す
。
そ
の
生
ま
れ
変
わ
っ
た
世
界
を
生
ま
れ

変
わ
っ
た
ば
か
り
の
自
分
が
見
て
、
世
界
が

新
鮮
で
な
く
、
美
し
く
な
く
、
見
え
る
こ
と

は
あ
り
え
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を
芭
蕉
は

書
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
代
に

お
い
て
も
意
味
を
持
っ
て
い
る
言
葉
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
繰
り
返
し
愛
読
し
、

励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　

こ
の
思
想
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
と
い
う

と
、
尾
形
仂
先
生
は
老
荘
宋
学
の
世
界
観
思

想
の
影
響
に
よ
る
も
の
だ
と
、
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。
芭
蕉
は
老
子
荘
子
の
宋
の
時
代

の
注
釈
を
愛
読
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
流

れ
込
ん
で
来
た
と
い
う
ご
指
摘
で
す
。
私
は

そ
れ
に
加
え
て
、
日
本
的
な
仏
教
、
天
台
本

覚
論
の
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
と
い
っ
た

考
え
方
も
踏
ま
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
神
仏
混
淆
の
世
界
で
は
、

草
も
木
も
国
土
も
す
べ
て
の
も
の
が
皆
仏
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
仏
教
の
世

界
観
も
芭
蕉
の
思
想
に
影
響
を
与
え
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
「
す
べ
て

の
も
の
の
、
す
べ
て
の
状
態
に
美
を
見
出
し

て
ゆ
く
」
こ
と
が
、
芭
蕉
が
説
き
は
じ
め
た

俳
句
の
思
想
で
あ
る
と
考
え
て
き
ま
し
た
。 

　

私
達
は
こ
の
三
月
、
大
震
災
を
経
験
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
原
発
事
故
が
あ
り
、
放
射
線

が
広
く
放
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

出
来
事
以
後
、
私
の
自
然
観
、
俳
句
観
は
大

き
く
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
芭
蕉
の

思
想
「
す
べ
て
の
も
の
の
、
す
べ
て
の
状
態

に
美
を
見
出
し
て
ゆ
く
」
を
放
射
性
物
質
に

ま
で
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
、
放
射
性
物
質
は
、
美
で
あ
る
か
、
と
い

う
こ
と
が
私
自
身
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
に

な
り
ま
し
た
。 

　

現
時
点
で
言
え
ば
、
放
射
性
物
質
は
、
美

と
は
言
え
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
半
減
期

を
迎
え
る
ま
で
膨
大
な
時
間
が
必
要
な
放
射

性
物
質
は
、
す
ぐ
に
滅
び
て
し
ま
う
無
常
の

も
の
と
は
違
い
ま
す
。「
造
化
に
し
た
が
ひ

て
四
時
を
友
と
す
」
と
い
う
生
き
方
は
、
自

分
自
身
の
儚
さ
を
知
り
つ
つ
、
全
て
の
も
の

の
儚
さ
を
認
め
て
い
く
生
き
方
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
芭
蕉
の
美
意
識
の
中
に
は
、

放
射
性
物
質
は
決
し
て
含
ま
れ
な
い
も
の
で

し
ょ
う
。 

　

そ
れ
で
、
句
を
作
り
ま
し
た
。

「
翁
に
問
ふ
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
花
な
る
や
と
」

　
「
す
べ
て
の
も
の
の
、
す
べ
て
の
状
態
に

美
を
見
出
し
て
ゆ
く
」
と
言
っ
た
芭
蕉
翁
に

問
い
た
い
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
果
た
し
て
美

で
あ
る
か
ど
う
か
と
。
私
は
美
で
あ
る
と
は

思
え
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
す
。 

　

今
回
の
震
災
は
俳
句
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
近
代
の
歴
史
で
俳

句
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
の
、
第
一

は
太
陽
暦
の
導
入
で
す
。
太
陽
暦
の
導
入
に

よ
っ
て
、
江
戸
時
代
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
同
時

で
あ
っ
た
新
年
と
立
春
と
が
分
離
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
新
年
も
立
春

も
輝
き
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
達
現
代
の
俳
人
は
ど
う
あ
が
い
て
も
、
江

戸
時
代
の
俳
人
以
上
の
新
年
詠
、
立
春
の
句

は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回

の
震
災
の
原
発
事
故
は
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
達
は
新
茶
や
新
米

な
ど
の
季
語
に
対
し
て
輝
き
や
喜
び
を
感
じ

て
き
ま
し
た
。
飯
田
龍
太
の
句

「
新
米
と
い
う
喜
び
の
か
す
か
な
り
」

　

素
晴
ら
し
い
句
で
す
。
か
す
か
で
あ
る
け

れ
ど
、
確
か
な
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

喜
び
を
私
達
は
味
わ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
新
米
に
も
新
茶
に
も
言
葉
に
何
か
、
陰

り
が
で
き
ま
し
た
。
素
直
に
楽
し
め
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
純
粋
に
そ
の
言

葉
の
輝
き
を
味
わ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。
私
達
は
新
米
よ
り
も
古
米
が
珍
重

さ
れ
る
時
代
を
生
き
て
い
る
の
で
す
。 

　

そ
う
い
う
時
代
で
も
生
き
続
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、「
芭
蕉
の
遺
し
た

も
の
」
が
一
つ
の
指
針
を
与
え
て
く
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ

と
つ
翁
に
問
い
つ
つ
、
生
き
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
九
日
（
日
）

於
：
江
東
区
芭
蕉
記
念
館
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平
成
24
年
4
月
、「
江
東
区
文
化
観
光
ガ

イ
ド
」が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、「
江

東
区
文
化
財
ガ
イ
ド
」
の
活
動
は
終
了
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
数
々
の
実
績
を
残
し
た

「
江
東
区
文
化
財
ガ
イ
ド
」
の
足
跡
を
振
り

返
り
ま
す
。

「
江
東
区
文
化
財
ガ
イ
ド
」
の
誕
生

　

平
成
17
年
4
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
、
江

東
区
文
化
財
保
護
推
進
協
力
員
を
対
象
と
し

た
第
1
回
の
ガ
イ
ド
講
習
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
受
講
者
は
す
で
に
江
東
区
の
歴
史
を
熟

知
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
講
習
会
で
は
ガ
イ

ド
活
動
に
関
す
る
座
学
の
他
、
ガ
イ
ド
活
動

に
必
要
な
「
話
し
方
教
室
」
や
、
ガ
イ
ド
認

定
の
た
め
の
実
地
研
修
を
行
な
い
、
修
了
時

に
24
名
の
ガ
イ
ド
員
を
認
定
し
ま
し
た
。
同

年
9
月
に
認
定
者
を
中
心
と
し
た
文
化
財
ガ

イ
ド
員
会
が
発
足
し
、
通
常
の
ガ
イ
ド
を
行

う
と
と
も
に
、
研
修
会
等
を
実
施
し
、
実
力

の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。　
　
　

　

そ
の
後
、
平
成
19
年
に
は
第
2
回
、
平
成

23
年
に
は
第
3
回
の
ガ
イ
ド
講
習
会
を
実
施

し
、
平
成
24
年
3
月
末
時
点
で
在
籍
者
は
37

名
を
数
え
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
内
容
と
実
績

　

平
成
17
年
11
月
に
は
「
歴
史
さ
ん
ぽ
」（
応

募
制
）
を
ガ
イ
ド
員
会
発
足
後
初
め
て
実
施

し
、
区
内
外
の
参
加
者
を
案
内
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
18
年
3
月
に
は
、
グ
ル
ー
プ
か

ら
依
頼
を
受
け
実
施
す
る
通
常
の
ガ
イ
ド
を

初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
コ
ー
ス
は
当
初
４
つ
の
選
択
コ
ー

ス
（
深
川
芭
蕉
、
深
川
寺
町
、
深
川
浜
、
亀

戸
寺
町
）
を
設
定
し
ま
し
た
が
、
平
成
21
年

度
に
既
存
の
コ
ー
ス
を
再
検
討
し
、
城
東
地

区
の
小
名
木
川
・
船
番
所
（
跡
）
周
辺
や
旧

中
川
周
辺
を
新
た
に
加
え
7
つ
の
コ
ー
ス
と

し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
実
施
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。

平
成
23
年
度
は
大
震
災
の
影
響
の
た
め
か
実

施
件
数
が
減
っ
て
い
ま
す
が
、
22
年
度
ま
で

は
年
を
追
う
ご
と
に
増
加
し
て
き
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
依
頼
者
は
、
地
域
の
歴
史
に

つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
い
う
区
内
の
グ
ル
ー

プ
や
、
東
京
・
埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
な
ど

近
県
、
遠
く
は
香
川
県
・
広
島
県
の
団
体
で

す
。
ガ
イ
ド
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、

対
応
や
解
説
の
内
容
等
概
ね
好
評
で
あ
り
、

リ
ピ
ー
ト
い
た
だ
い
た
団
体
が
少
な
か
ら
ず

あ
り
ま
し
た
。

　

江
東
区
の
文
化
財
を
区
民
や
区
外
の
人
々

に
周
知
、
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
文
化
財
愛

護
の
リ
ー
ダ
―
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
文

化
財
ガ
イ
ド
で
す
が
、
平
成
24
年
3
月
末
を

も
っ
て
そ
の
活
動
を
終
え
ま
し
た
。
数
名
の

文
化
財
ガ
イ
ド
員
は
、「
江
東
区
文
化
観
光

ガ
イ
ド
」
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

文
化
財
ガ
イ
ド
と
し
て
培
っ
た
経
験
は
、「
江

東
区
文
化
観
光
ガ
イ
ド
」
に
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

野
本
賢
二
）

■
江
東
区

　

 

文
化
観
光
ガ
イ
ド
に
つい
て

　

前
述
の
と
お
り
、平
成
24
年
4
月
よ

り
、「
江
東
区
文
化
観
光
ガ
イ
ド
」が

発
足
し
ま
し
た
。現
在
約
83
名
の
ガ
イ

ド
員
を
数
え
ま
す（
平
成
24
年
6
月
現

在
）。ガ
イ
ド
は
通
年
実
施
し
て
い
る
7

つ
の
基
本
コ
ー
ス
を
中
心
と
し
た「
ま
ち

あ
る
き
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
」の
他
、期
間

限
定
の
ガ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
も
随
時
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
」は

原
則
2
名
以
上
の
グ
ル
―
プ
で
、2
週

間
前
ま
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。な

お
、ガ
イ
ド
料
金
は
無
料
で
す（
有
料
施

設
に
入
場
す
る
場
合
は
、観
覧
料
等
が

別
途
発
生
し
ま
す
）。

　

江
東
区
役
所
や
区
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
後
、左
記
事
務
局
ま
で
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
送
信
す
る
か
、区
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
サ
ー
ビ
ス
フ
ォ
ー
ム
に
記
入
し
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ・
申
込
み
先
】

江
東
区
文
化
観
光
ガ
イ
ド
事
務
局

（
江
東
区
役
所
文
化
観
光
課
内
）
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http://w
w
w
.city.koto.lg.jp

「
江
東
区
文
化
財
ガ
イ
ド
」を
振
り
返
る

ガイド実施内訳
年度 依頼件数 参加人数 ガイド人数

平成17年度 1 21 3
平成18年度 7 164 22
平成19年度 16 514 66
平成20年度 19 404 61
平成21年度 22 581 67
平成22年度 34 849 81
平成23年度 15 429 37

計 114 2962 337

ガイド風景（平成19年）
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